２０１４年度関西連盟マイナー選手権大会規定
1． １チームの登録選手は本大会実施要項に規定された資格を有する９名以上とする。
2． 本大会は複数チーム、合同チームの出場を認める。（別項に定める合同チーム規定を遵守すること）
3． ベンチには登録された監督、コーチ２名と選手２０名以下以外は入れない。ベンチには最小限９名以上の選手が入ること。８名以下だと棄権となる。また監督（または代行者）が不在の場合も棄権となる。尚、コーチについては２名まで補欠登録が出来る。
4． 監督、コーチの服装は白色の連盟規定の帽子、シャツ、ズボンを着用すること。
5． 合同チームの選手の服装は各々のリーグのユニホームの着用を認める。但し、同一な背番号は認めない。
6． 試合時間は９０分とし以降新しいイニングには入らない。（９０分を優先するため、６回行かず終了の場合もあり、同点では延長に入る場合もあります）
　　同点の場合は最終イニングのメンバーによる抽選で勝敗を決定する。但し投手の投球回数は１日７５球を限度とする。投手の連投については１日に１～２０球の投球した投手は連続した試合に、合計投球数は７５球までとする。（投手についてはイニング数は関係ない）
　　※　その日の試合で４１球以上投球した投手はその日は捕手を努めることは出来ない。
　　　※　１試合で４イニングス以上捕手を務めた選手は投手を務めることは出来ない。
　　　　　（注　この時のイニングとはアウト数（３）ではなく、守備についたイニング数とする。）
7． 得点差によるコールドゲームは決勝戦を除き３回１２点、４回以降８点以上の差がついたとき適用する。　但し決勝戦のコールドゲームは４回１２点差とする。
8． 天候、暗黒その他の理由で試合続行が不可能となった時は、（イ）両チームが４回またはそれ以上のイニングを完了しているか、（ロ）後攻チームの３回までの得点、または４回を完了する前に得た得点が先攻チームの４回までの得点より多い場合、（ハ）４回またはそれ以上のイニングスを完了して同点の場合は最終メンバーによる抽選で勝敗を決定する。どちらも正式試合として扱う。３回までに中止になった場合は投手のローテンションを含み全てノーコンテストとなり記録は無効となる。正式引き分け試合の再試合は相手が変わった時と同様に新しいメンバーで再開する。但し、登板した投手は必ず第４項の規定を順守すること。
9． 一度交代した投手は再び登板できず、退場した選手は再出場できない。なお臨時代走については、①打者及び走者が事故等で走者になれない場合は臨時代走を認める。代走者には投手と捕手を除く打順の一番遠い選手とする。②攻撃が終わっても前記の選手が速やかに出場できない場合は選手交代となる。
10． 出場チームの使用するバットについてはＬｉｔｔｌｅ－Ｌｅａｇｕｅｌの刻印と併せてＢＰＦ１．１５の刻印のあるものとする。また、防護用ヘルメットについては必ず７個以上備えておくこと。また着用の際にはあご紐をきちんと着けること。捕手用防具についても予備１組以上備えておくこと。
１１．試合開始時刻を１０分過ぎてもチームが球場に到着していない時は球場責任者により没収試合を宣告する。なお前試合が早く終了してもチームが到着していない時は所定の試合時刻を優先する。
１２．監督ないしコーチ１名がベースコーチになることが出来る。また攻撃側のタイム要求は１イニング1回だけである。またコーチャーボックスから出て指示した場合も同じである。
１３．守備側のタイム中に攻撃側の監督がベンチを出て打者及び選手に指示する場合は攻撃側のタイムの回数には数えない。但し守備側のタイムが終了した以降も指示している場合は回数に数える。
１４．走者やベースコーチ等が捕手のサインを見て打者に伝える行為を禁止する。またネット裏または観客席からの相手チームの情報を伝える行為も禁止する。野卑な声援は厳禁する。特に相手チームの選手に恐怖心を抱かせたり、精神的に動揺させるヤジは絶対に慎むこと。観客席から起こった場合も同じである。鳴り物入りの応援、メガホンの使用も禁止する。審判員がこれらの行為を発見した場合は監督に厳重注意をを与える。
　　２度目には監督を退場させる。

　　試合中に監督、コーチの体罰を発見した場合は理由の如何を問わず即、退場させる。
１５．選手の手袋、リストバンド、アームガード及びフットガードの着用は華美にならない範囲で許可する。
１６．その他の規定はリトルリーグの規定による。（本大会は振り逃げの規定は採用しない。）

この大会規定に定めていない規定については２０１４年度版基本資料を遵守する。
